
平成23年5月17日

教職員 各位

学校長

本田恵子先生 講演会開催について

今回の災害後、多 くの方々が、今なお非 日常的な生活を送っている中にあっ

て、保護者の方々も、わが子に対 していろいろなケアが必要なことは認識 して

お られても、情報や具体策を備 えているとは限 りません。伝える立場にあるの

は学校であると思い、しかるべき時期に保護者 に対 して、子 どもへの接 し方を

学ぶ機会を設けるよう考えてお りま した。今回、各方面のご協力により、下記

の通 り講演会開催の運び となりま した。教職員の方々にもぜひ ご参加下さるよ

う希望致 します。

記

目 的:保 護者 ・教職員 が震災後の生徒の気持ちや行動について理解を深め、

生徒への具体的な接 し方な どについて学ぶ機会 とする。

演 題:「 災害後 の心 のケア ～子 どもた ちのSOSへ の理解 と対応 ～」

日 時:平 成23年5月28日(土)受 付

場 所:本 校礼拝堂

挨拶

講演

質疑応答

13時30分 ～

14時00分 ～14時10分

14時10分 ～15時40分

15時40分 ～16時00分

対 象:本 校保護者 ・東北学院教職員 ・近隣小中学校保護者

本田恵子先生について

早稲 田大学教育学部教授 ・臨床心理士 ・学校心理士 ・特別教育支援士SV包

括的ス クールカ ウンセ リング研 究会代表。中学 ・高校の教師を経験 したあと、

カ ウンセ リングの必要性 を感 じて渡米。特別支援教育、危機介入法などを学

び、カ ウンセ リング心理学博士号取得。帰国後は、スクールカウンセラー ・

玉川大学人間学科助教授等を経て現職。学校、家庭、地域 と連携 しながら、

児童 ・生徒を包括的に支援するスクールカウンセ リングを広めています。

宮城県には、NPO団 体の講演 に年2回 ほ ど来 られてお ります。 また今回

の災害後、子 どものケアに関して全国放送のラジオにもご出演なされてお ら

れます。

以 上



平成23年5月21日

保護者の皆様へ

東北学院中学校 ・高等学校

学校長

本田恵子先生 講演会開催について

このたびの震災、未だに続 く余震、そ して福島原発の問題など、多くの方々

が、今なお非 日常的な生活の中にお られることと思います。子どもたちにとっ

ても大変な経験であったことでしょう。このような時、子供たちへの接 し方や、

心のケアについて考えることが必要 と思われます。

今回、奨学会や各方面のご協力を頂 き、臨床心理士 として幅広 く活動 されて

いる本 田恵子先生による講演会を下記の通 り開催致 します。多 くの方々のご参

加 をお待ちいた します。

記

演 題 「災害後の心のケア セ子一ども一たちのSOSへ の理解 と対応 ～」

日 時 平成23年5月28日 (土)受 付

挨拶

講演

質疑応答

13時30分 ～

14時00分 ～14時10分

14時10分 ～15時40分

15時40分 ～16時00分

場 所:本 校礼拝堂 上履きを必ずご持参下さい。

お車でのご来校はご遠慮 ください。

本田恵子先生プロフィール

早稲 田大学教育学部教授 ・臨床心理士 ・学校心理士 ・特別教育支援士SV・

包括 的ス クールカ ウンセ リング研究会代表。

中学 ・高校の教師を経験 したあと、カウンセ リングの必要性を感 じて渡米。

特別支援教育、危機介入法などを学び、カウンセ リング心理学博士号取得。

帰国後は、スク.___ルカ ウンセ ラー ・玉川 大学人間学科助教授等を経て現職。

学校、家庭、地域 と連携 しなが ら、児童 ・生徒を支援する包括的スクールカ

ウンセ リングを広めている。

以前 よりNPO団 体 の講演のた め、年2度 ほ ど宮城 県を訪れ 、今回の災害後

も、ラジオの全国放送等をとお して、被災 した子 どもの心のケアの問題に取 り

組んでいる。



講 演 会 ご 案 内講 演 会 ご 案 内

災害後の心のケア 子 どもへの接 し方

東北学院中学校 ・高等学校

このたびの震災、未だに続 く余震、そ して福 島原発の問題など、多 くの方々

が、今なお非 日常的な生活の中にお られ ることと思います。子 どもたちにとっ

ても大変な経験であったことでしょう。このような時、子供たちへの接 し方や、

心のケアについて考えることが必要 と思われます。

今回、本学では、各方面のご協力を頂 き、臨床心理士 として幅広 く活動 され

ている本 田恵子先生による講演会を下記の通 り開催致 します。多くの方々のご

参加をお待ちいたします。

記

演 題:

日 時:

災害後の心のケア ～子 どもたちのSOSへ の理解 と対応～

平成23 5月28日(土)受 付

挨拶

講演

質疑応答

13時30分 ～

14時00分 ～14時10分

14時10分 ～15時40分

15時40分 ～16時00分

場 所:東 北学院 中学校 ・高等学校 礼拝堂(仙 台市宮城野 区小鶴字高野123・1)

上履 きを必ず ご持参下 さい。

お車でのご来校はご遠慮 ください.

対 象: 小中高生を持つ保護者の皆様

本田恵子先生プロフィール

早稲 田大学教育学部教授 ・臨床心理士 ・学校心理士 ・特別教育支援士SV・

包括 的ス クール カ ウンセ リング研究会代表。

中学 ・高校の教師を経験 したあと、カ ウンセ リングの必要性を感 じて渡米。

特別支援教育、危機介入法などを学び、カ ウンセ リング心理学博士号取得。

帰国後は、スク-ル カ ウンセ ラー ・玉川大学人間学科助教授等を経て現職。

学校、家庭、地域 と連携 しながら、児童 ・生徒を支援する包括的スクールカ ウ

ンセ リングをひろめている。

以前よりNPO団 体 の講演のため、年2度 ほ ど宮城県 を訪れ、今回の災害後

も、ラジオの全国放送等をとお して、被災 した子 どもの心のケアの問題に取 り

組んでいる。



災害後の心のケア
～子 どもたちのSCISへ の理解 と対応～

早稲田大学 本田恵子

震災か ら2か 月、 こどもも大人 もこころのバ ランス を取 り戻すために一生懸命 の毎 日

と思います。今 日は、 この時期に出やすい といわれているPTSD(心 的外傷後ス トレ

ス障害)に ついての理解 を深 めると同時に、 日常的に どのよ うな予防をしてい ると

子 どもたちのSOSに 気づきやす くなるか、またSOSを 見つけた ときには どうケア し

てあげれ ばよいかについてについて、いっしょに考 えたい と思います。

1.衝 撃 的 な 出来 事 に遭 遇 した とき の 心 の 外 傷 とは?

心の外傷体験は、予期せぬ事件、事故、災害な どに遭遇 したときに生 じるものです。多

くの場合は一過性 で時間 とともに改善 します。災害後1か 月以内に生 じ、1～3週 間程度で

お さまるものを急性ス トレス反応 と呼び、1か 月以降か ら発症 して長期にわたって症状が現

れ るものをPTSD(心 的外傷後 ス トレス障害)と 呼びます。以下に、PTSDの 症状を上げてお

きますので、3週 間以上続 く場合 には医療機関に相談 して くだ さい。また、PTSDを 出 しや

すい方は、過去にもっ らい体験を している可能性があるので、この機会 に継続的にカ ウン

セ リングを受 けて、何 が 自分 を苦 しめているのかを理解す ることを勧めます。

危機状況 に陥 ってい る人は、自分が大丈夫 なのか どうかの判断ができませ んので、回復

を助 けるためには、周囲の大人が物理的な安 全や安心感 を与 え、具体的な対応 を してあげ

ることが大切です。

1)主 な症 状
・フラッシュバ ックや悪夢にうな される

衝撃を受けた場面が繰り返し思い出される。声が耳について離れない

怖い場面の夢を見る、など

・自分が何かか ら切 り離 されて しまったような感覚

ぼ一っとしている、自分の感情の実感がない、本を読んでいるのに頭にはいってこ

ない、周囲の人の会話が宙に浮いているような感じがする など

・恐 怖 や 苦 痛 か ら逃 れ るた め の 行 動

でき ごとがなかったかのように考えたいという症状。震災の ことを考えた り、思い

だ した りす る場所 を避 ける。反動形成 として 「何も怖 くない」と振る舞お うとする。

逃げ出 したい気持 ちが強いと、記憶が飛んで しまった り、一般的な物事への興味

の喪失(や る気がおきない)、将来への希望の喪失などがおきる。ときには 「自分は

す ぐに死んで しまうのだ」という感覚を持つこともある。

・過 覚 醒 状 態 が 続 いて い る

神経が常に起 きている状態、緊張が続 く、身体は疲れているのに眠れ ない、ピリピ

リしていてす ぐに怒 り出す、ささいな物音で飛び上がる、警戒心が強 くなる、もの

ごとに集中できない など。
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2.な ぜ 、 心 の 外 傷 が お こる の で し ょ う?

下図のよ うに、衝撃をうけた ときにでき ごとと、その ときの恐怖を主観的 に取 り込んで

しまうと生 じやす くな ります。

思春期の子 どもたちのPTSDは 出方に特徴があ ります。フラッシュバ ックや逃げるなどの

反応 自体は変わ らないのですが、その内容が災害そのものよ りも友人関係に関す ることや、

未解決だ った親子 問題などが多いようです。

中学時代は、「集団の中の個人」であることが大切であるため、周囲と同 じ行動が とれな

かった場合に、反応を起 こしやす くな ります。一方、高校時代は 「一対一の親密な関係」

を築 くことが大切 なので、親友の悩み にうま く応え られなか った り、親友 と自分の境遇に

差が出たときに態度が不 自然になると関係の修復ができないと思いつめた りします。

自我が健康に働く場合

衝撃

大丈夫!

何 がおきたか、わか

ってる。

どうすれ ばいいかも

わかってるよ

とどまれ!

友だちを助けるんだ!

みんなと一緒に行動すべきだ

こわい。逃 げたい

安心な ところにいたい

勉強なんて無理 だよ

ひ とりでいたい

客観的に判断'

適切な行動

話 し合い ・

協力

応急処置

自他への見通し

を立てる

コン トロール感

の回復 を助ける

回復が早 く

PTSDは 予防 し

やすい

自我が未発達や弱っている場合

衝撃

トラウマ(心 の傷)と して

その時の
映像 ・匂い ・音 ・と感情 を
い っ しょに取 り込ん で し

ま う

とどまれ!

友だちを助 けろ
一緒に行動 しろ

混 乱

似た よ うな

状況に遭遇

す ると。

呑み込まれそう

勉 強 に追

われる

音 ・匂い
感触等
感情

フラ ッシュバ ック

(繰 り返 して場 面が

出て くる、責めるこ

とばが 耳 か ら離 れ

ない)

恐怖 ・苦痛から逃れ

るための行動

解離症状

(考えが とぶ、

気持 ちが ちぐは ぐ)

記憶の障害

(覚えられない、

思い出せない)

過覚醒

イ ライ ラ ・ピリピリ

PTSDの 発症



3.応 急 処 置 の方 法

子 どもは、シ ョックなできごとに出会 うとことばで表現す る代わ りに身体や行動で表現 しが

ちにな ります。PTSDま ではいかな くても様 々なス トレス反応を示 していると思 われますので、

応急処置を紹介 します。

反応 が激 しい時や数週間続 く場合は必ず専門機関(医 療、心理相談室等)に 相談 して くだ さい。

1)身 体 的 な 反 応 の理 解 と対 応

医療的に問題がない場合に生 じている身体反応は、心の状態を表現 していることがよく

見 られ ます。身体の どの部位 が、 「いつ」、「どのよ うに」反応 しているか じっ くりと耳を傾

けて聴いてあげてくだ さい。解決の ヒン トが見つかると思います。

(身体の反応の理解)

痛み:痛 みは、神経が圧迫 されてSOSを 発 しているときに生 じます。

重たい痛み:何 かその部分 に関係することが らで未解決 のものがあ ります。

頭(考 えなくてはいけないこ とがある、勉強な ど)

胸(一 人 でかかえ こんで、気持ちが落ち込 んでいる)
ズキズキ ・チクチク:本 人が忘れそ うになると、痛みで教えます。

消化 に関す ること:消 化 に関す る症状は、できごとを取 り入れて消化す る機能が弱 ってい

ることを示す ことが多いよ うです。

味が しない:神 経を使いすぎていて、何 を取 り入れたのかがわか らない状態。

吐 く ・吐き気:外 か らの刺激 を受 け付けない状態

消化不良:人 間関係 ・課題な どを受 け入れた くないのに取 り入れている状態。

頼まれ ると断れない人によく出ます。解決する力が不足す るので、

中途 半端 な状態にな り達成感(心 の栄養)が 得 られ ませ ん。

下痢:発 表、試験な ど何かを自分が出さなくてはいけない時 に、緊張や不安が高い

と生 じやす くな ります。

動かない ・動か しにくい:足 がす くむ、声 がでない、指などが うま くうこかないな ど、

失敗 に対す る不安 と緊張が高まってくると生 じやす くな ります。

(身体 的 な反 応 へ の対 応)

身体 を物理的にケア しなが ら、表現 していることを言葉 に してあげて くだ さい。例えば、

頭や肩 をマ ッサージしなが ら 「ガチガチになって るね。がんばって るんだね。」 「勉強難 し

い?」 「友だちにいろいろ言われるのを じっと聴いてるの しん どいね」 と声 をかけます。

ステ ップ1:じ っと耳 を傾 ける

どこがいたい?ど んな風にいたい?

(場所や、症状 の現れ方は問題 と本人の関係 に似ています。 「わ しづかみにさ

れ るみたい」 「チクチクいたい」 「重たい感 じ」「突然襲って くる」など)

どんな ときにひ どくなる?ど んなときは 大丈夫?

(ひ どくなる ときに、何かいや な刺激を うけています。 まずは、刺激の排除、

続いて、刺激を緩和す る方法を一緒に考えます)

ステ ップ2:元 になっている問題 をことばに してみる

「友だちにいやだ って言 えなかった後に気持 ち悪 くなってるみたいだね」

ステ ップ3:そ の ことに対 して どうしたいのかを聴いてみ る

「いやだって言 えるよ うにな りたいの?そ れ とも受け流せ るよ うにな りたいの?」

ステ ップ4:で きそ うな ことをいっ しょに考えてやってみる
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2)行 動化の理解 と対応

① ハイテンションで活動 し続けている場合
_反 動形成 でがんば りす ぎてい ることが考え られ ます。本当は不安なので何 かをしてい

ない と落ち着かない状態です。いつ も活動的な人に対 しては、活動 の支援 を しなが

ら走 りすぎないよ うに見守 るとよいのですが、過去に同様のできごとが あって うま

く対応で きなかった ことを リベンジしよ うとしている場合は、焦 りが先 に立って し

ま うので本当にすべきことが見えな くな ります。 自分 の思いが伝わ らない と 「なん

でわかって くれないんだ」 と攻撃的になった りもします。 下記 の方法 で、何 をした

いのか、誰に伝えたいのかを整理 してあげてくだ さい。

服装や行動 が普段 とは極端に変わってきた場合は、何か今までの 自分ではいけない と

突き動かす衝動が生 じています。今の 自分への不安 と変身願望です。

身体化 と同様 に行動が気持ちの表現 をしている場合 、(例:親 のものを とる、隠す等)

行動 でSOSサ イ ンを出 してい るので行動の意 味を翻訳できるよ うに してくだ さい。

② 引きこも りがち ・動かない場合

不安が相当高まってい るこ とが考え られ ます。 自信 を失っていた り、将来への希望

の喪失な ど、深い悲 しみや絶望感を感 じていることもあ ります。

外 に出な くてはいけないことや、動かなくてはいけないこともわかっているので

わかってい ることを指摘 され るとキレやす くな ります。

無理 に励 まさず 、日常生活を普通 にこなせ るよ うにすることか ら始めて ください。

③ みんなと合わせることに固執している場合

中学生によく見 られます。孤立す ることが不安なので回 りと同 じ反応 を しているこ

とで安心 しよ うします。周 りが大丈夫 そ うにふ るま うな ら、自分が不安で も大丈夫

な ように合わせます。周 りが落ち着かなくなってきた ら、 自分もそれ を取 り込みま

す。常に周囲に気を使っているので疲労 して しまい、家に帰 ると不機嫌だった りひ

きこも りがちだった り。頭痛や肩こ り、身体症状もあると思われ ます。

本当の自分 の感情がわか らな くなっているので、個別化やアサー シ ョン(人 を傷

つけないで 自分 の気持ちや考 えを伝 えるコミュニケーシ ョンカ)が 必要にな ります。

(行動 化 へ の 対応)

行動化 してい る場合 は、その元になっている欲求や衝動 を理解 し、正 しい表現方法 を教

えることが大切 にな ります。見ている周囲が不安 になってや めさせ よ うとす ると、わかっ

てもらえない と余計に行動化 しがちです。

ス テ ップ1:何 を した い の か を よ く聴 く

「このことを誰にわかってほ しい?」 「どこまでできればよい と思ってる?」

「そのことについて、私(親 ・先生)に 何 をわかってほ しい?」

「これができた ら、 自分 はどうなれ ると思っているのかな」な ど

ス テ ップ2:な ぜ 、 そ うい う行 動 をす るの か を よ く聴 く

「それを しなきゃ と思 う時って、どんなことを思い浮かべてる?」(孤 立 したくない)

「そ うしなかった ら、どうなる と思 う?」(部 活 に行けな くなる)な ど

ス テ ップ3:今 で き る こ と、 これ か らで も よ い こ とに 分 けて ス ロー ダ ウンす る

や りたい事の実現方法が不十分 だった り誤っている場合 は、適切な方法を教えます。
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(参考資料)中 学 ・高校 生 の心理 的反応 と応 急処 置
この年齢 のお子 さんの多 くはス トレスを受けた時に複雑な反応 を示 します。引きこもり、

抑 うつ、 自殺念慮 、非行 、身体症状等がよ く見 られ る症状です。また、外傷が 自立やアイデ

ンティテ ィの確 立に影響す ることもあ ります。集団の中での 自分位置づけを気 にす るよ うに

なるため、「自分 は大丈夫」 と無理 してみた り、できていた ことが突然できなくなって不安 に

なった りな ど揺れ が大き くな ります。論理思考も育ってい るので、応急処置 で落ち着いた後

に、具体的な問題解決のための対応策 をいっ しょに考えてあげま しょう。友だち との関係や

友だちからのサポー トが回復に とって重要 になってきます。多 くの症状は、一過性ですが数

週間以上続 くようであれば専門家に相談 して くだ さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

反応

孤立、恥、罪の意識がある

(自分が何 もできなかったこと、い

つ も話 していることができなかった

等)

自分 の恐怖感 、無力感 を意識 しす ぎ

る(こ んな風に怯えるのはおか しい

とレッテル を貼 られ るのではないか

とい う恐怖 を持っ)

苦 しさを表現 す るた めに急 には し

ゃぎ出 した り、様 々な行為 に走った

りす る。

自己破壊的な行為、 自殺、 自分を傷

つける行為などを試みる

人間関係がぶ っき らぼ うになる

復讐への願望を持っ

(事件 ・事故を起 こした相手に復讐

した くなる)

自分は誰なのかアイデンティティ

を揺るがすような行動の変化があ

る

心の準備 が できて いない状 態で の

大人への突入(事 故や災害 により、

両親が亡 くなった り経済基盤 が変化

し、就職 しな くてはならな くなる等)

1

2

3

4

5

6

7

8

応急処置

事件についての 自分の思いや感情 に名 前をつ

け(悔 しかった、びっ くりしたなど)その時 自分

に何ができたのかを現実的に理解 させ ます。

これか ら自分 がで きる ことをい っ しょに考

え、実行 してゆきます。

シ ョックな出来事 に遭った時は、当た り前の

反応なのだ と伝 えると同時に、周囲の人には、

本人に気 を使いす ぎずふつ う通 りに接 しても

らうようお願い します。

「お ちつかないみたいだね」 と苦 しさを受容

してあげま しょ う。その上で、苦 しさを言葉

ではな く体 が表現 して、行動 に走 らせている

事を理解 させ、具体的な対応策をい っ しょに

考えます。

苦 しい気持 ちを受け止めます。 どんな時に衝

動的な気持 ちが襲 うのかを整理 し、苦 しい と

きは助 けを求めるように伝 えて くだ さい。早

期に専門家に相談 しま しょう。

家族や仲間 とどんな関係でいたいのかを話 し

合ってみま しょう。(例:お 父 さんはこうして

ほ しい よ。君は、お父 さんにどうしてほ しい?

復讐への現実的な計画 を除去 させます。その

行為をお こなった場合 に自分 が どうなるかを

現実的に考 えさせ 、気持 ちを整理するために

代替 えにな りうる行動 をいっ しょに考 えま し

ょう。早期 に専門家に相談 してください。

事件 ・事故 な どと自分の態度の変化を関係づ

けます。(あ の絵 を見たから、自分は不安にな

って しまったのだか ら、絵の事 をど うす るか

を考 えれ ばいいのだ 等)

悲 しみや苦 しみか ら唐突に決断 をせず、 じっ

く り考えてゆ くように励 ま してください。(奨

学金、保障制度等色 々な方法を具体的に提示

してあげましょう)
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4.子 どもが 悩 ん で い る とき の支 援 の仕 方

助けてほしい けれ ど、素直に甘え られないのが思春期の特徴 です。相手を試す行動は、

大人 に対 してだけではなく、子 ども同士でも行 っていますか らどんなSOSの 出 し方 をす る

かを理解 し、「真ん中の関係」が作れ るよ うにしてみて くだ さい。

相手に振 り回される対応

① わざと反発して相手を引き寄せる

員
親
教

子 ど

も

(マイナス行莇を止めよ うとして追いかけて しま う)

② じっ と見る、ち ょっ とだ けSOSを 出す

相手が来ない とあきらめる(た めこむ)
L

員

親
教 子 ど

も

(遠慮 してい るのでは馴 ・か と、気にな り

つい過保護 になって しま う。

または、気づかずに放置 して しま う)

③ 自分の欲求を押 し付 けて くる

通 らない と、相手 を破壊す るか

罪悪感 を刷 り込む(悪 いのは、相手)

副
親

教

子 ど

も

(批判や攻撃が多いので、ついつい

いいわけや防衛的になる。

その後で、罪悪慰安に襲 われ る)

安 定 した対 応

自分 の領域で止ま り、相手が相手の役割 を果たすのを待つ
i

員
親
教

子 ど

も

気に してい るよとい うメッセージを出す。話 ができる時間 を伝 えてお く

何を してほしいかを尋ねる。 してほしくない事 も きいてお く

気になることがあった ら、聞いてみる

許可な く友 だちに聞いた り、 日記、プ ログな どを探す

子 どもが近づいているときに、ムシす る

子 どもが悩 んでいる内容 を 軽視 しない(さ さいなことが 重要だった りします)
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4.心 の外傷 が癒 えるまで の経過

心の外傷が癒えるまでには、以下の ような6っ の段階を経過 します。すべての段階

をすべての人が体験す るわけではなく、飛び越 えた りもしますので参考 として理解 し

ておいて くだ さい。

子 どもたちは、今は、第4段 階の 「落 ちこみ」に来ている様子が見 られ ます。 こ

の時 には、災害以前か らあった未解決の問題 が浮上 してきてい るので、ひ とつ を解決

しても納得せず、 「でも～」 「う～ん。 それでいいんだろ うか」 「あの ときは、 こ うだ

った じゃないか」な ど繰 り返 し同 じ話 をす ることがあ ります。次の再生に進むために

は、この段階で 「親や周囲の先生たちに相談 してゆ くと、気持ちが楽 になる、新 しい

解決方法 が見つかる」とい う、信頼感 を持て るよ うに支援することが大切です。その

ための方法 をお話 しておきます。

第0段 階:シ ョック

物理的にけがを した ときと同様に、 しばらくは痛みを感 じない　然 とした時間がありま

す。衝撃の真 っ最中では、冷静な判断が しに くいのでほ とんどの人は反射的な行動 をしま

す。日常的に避難訓練 をして行動 として定着 している場合 には、冷静な対応が とれますが、

初めても場面ではパニ ックになった り、何が起 こったのかわか らないまま衝撃が過 ぎるの

を待つ ことにな ります。この時期に主観的にとりこんだ映像や五感に関する刺激(匂 い、

手の感触 、映像 、声、味等)と 感情がのちにPTSDの 引き金 となりやすいと言われています。

☆ 自然な反応であると伝 え、できた ことを見 るように します。

こういう反応 は、 自然な ことだと伝え、恐怖や不安、お どろきな どを受 け止めます。

繰 り返 し語る場合は、そ うすることで乗 り越えようとしているので、「そうだね。こわか

ったね」と受け止めた後で 「あなたは、生き延びたよ」 とできた ことを見るように視点

を写 してゆ きます。

第 二二段 階:否 翻

衝撃が過ぎると、 じわ じわ と恐怖や痛み、由分が取った行動に対する悔いなどが頭をも

たげてきます。「これは、 うそだ」fこ んなはずはない」と否定することで安定を保 とうと

します。身近な方の死を受 け入れに くかった り、眠 って起 きた ら町が元にもどっている夢

を見た り、「本来な ら自分はこういう行動がで きたはずだ」 と、そのときの 自分の行動が認

め られな くなった りします 。

気持ちは受け止めて、現実を見る支援を しま しょう。

否認を認めて しまうと、幻想の世界にはいって しま うことがあるので、気持ちは受け止

めた上で、「うそだった ら いいのにね。そう思いたい気持ちわかるよ」と伝 えて

現実に戻 してあげて くだ さい。そ して 「いっしょに、乗 り越えてゆ こう」 と足元を見る

支援 をします。

第 三段 階:犯 人 探 し

次第に怒 りが生 じ始めます。「こんな思いをさせ るのは誰だ」と怒 りをぶつける対象を見

つけよ うとします。学校でよい子 を演 じないといけない場合は、家庭内で親や自分の もの

などに当たる場合 もあ ります。外に出せない場合は、身体化や行動化、自分 を傷つける行

動などを始める場合 もあ ります。

今回は、相手が自然なので怒 りの持って行き用がな く、犯人探 しは、復興 をしている行

政の職員や先生な ど 「権威」の象徴 になる人に向か う場合が多くな ります。学校の場合は、

授業の進め方や、学級運営、 自分の相談の受け止め方などへの不満 として出ることが考え
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られます。

適切な表現方法を教えましょう。

怒 りは、再生のための大切なエネルギーになります。適切な表現方法ができるよ うに'

方向性を定めてあげて ください。文句 を言 っている子 どもがいた ら、「そうだね」 と受け

入れた上で 「あなたが将来、この人の立場だ ったらどうしたい」 と前 向きな方向に持 っ

ていって ください。怒 りの対象が、違 う方 向(代 わ りの人やもの)に 向け られ ていると

きは、その ことを指摘するのではな く、まず怒 りそのものを受 け止めてあげて ください。

その上で、本人が伝えたいことに じっ くりと耳を傾 けます。気持ちを受け止めても らえ

ると、何を誰に伝 えたかったのかが、客観的に見えて くるよ うにな ります。そうしたら、

具体的に問題解決する話 し合いを して ください。

第四段階:落 ち込み
エネルギーが 出尽 くすと、深い悲 しみや喪失感が襲ってきます。傷を癒 し、エネルギー
をためてゆ くのに必要な時間です。勉強へのやる気が減退 した り、活動的だ った子 どもが

疲労を訴 えた り、ため息が増えた りします。

少 し距離をおいて見守 りま しょう。 自分で立 ち上がる力を信 じて待 ちます。

周囲は、 日常の生活を普段通 りに しま しょう。

本人にも、気 をつかわず、ふつ うに声がけ します。「あなたを助 けたい人が ここにい

るよ。あなたはひとりじゃないよ」 というメッセージを送 るためです。

落 ち込んでいる人を見守 るのは、周囲の人も しん どいですので、悲 しみの渦にまきこま

れないよ うにまずは、少 し距離をおいて見守る姿勢をとって くだ さい。近すぎると、自

分が耐えられな くなって、励ま して しま った り、無理や り押 し出そ うとした りして しま

うためです。子 どもたちは、お どろくほ ど再生力を持 っています。大人がその力を信 じ

ていると発揮 しますが、「この子はどうなって しまうんだろ う」と不安な 目で見ていると

その通 りになってゆ きます。大人の不安を取 り込みやすいためです。気を使 いすぎると、

そのことが負担になって、余計に関係 を切 って しまう場合もあ ります。

第五段階:再 生への模索

再生す るときは、いままでの 自分の要素を少 し違 った形で組み立ててゆきます。唐突だ

った り、ぎこちなか った りしますが、本人な りに工夫 をしている時です。骨折 した後の リ
ハ ビリのイメージを思い浮かべて ください。速 い人だ と3か 月、大体1年 はかか ります

どうした いか をよ く聴き、サポー ターにな ってあげま しょう

やれてる事実 を伝 えます

再生のイメー ジは、本人の中に漠然 とあ ります。漫画やゲームの登場人物だ った り、両

親 だった り、先生だ った り、友人だった り。さりげない会話にロールモデルが登場 して

いるはずなので、よく耳を傾 けて どうな りたいか をいっ しょにイメー ジしてみて くださ

い。

第六段階:新 しい生活への適応

家族の仕事や住居の変化、転校、進学、学校環境の変化など以前 とは異 なる環境の中

で・積極的に生きてゆ く方法を模索する時期です。 これまでのや り方が通用 しな くてイラ

イラすることもあ ります し、新 しい方法 を思 いつ くこともあります。

ペースメー カーになってあげま しょう。

よき相談相手、前向きな発想 を手伝 って ください

新 しい時代を作 ってゆ くための新 しいスキル を積極的に学ばせてゆ きます。次ページ

を参照 して くだ さい。
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3.危 機 場 面 にお い て 自分 を守 る力 を育 て るに は?

幼 い子 どもたちの方が災害後 に様 々な症状 を出 しやすいのは、現実検討力 と呼ばれ る認

知の力 が未発達 なためです。発達障害 を持 つ子 どもたちも同様です。 ここでは、シ ョック

なできご とに出会っても受け止 めてゆ くための 「現実検討力」 をどうや った ら育て られる

かについてお話 します。

現実検討力が未発達の状況
目の前にあるもののみが現実(時 間的にも空間的にも 点 の状態)

目の前のものが 変化できると考えられない

★ 状況に圧倒され、無力感に陥りやすい

★ 対応が場当たり的で後手になる

☆ 目の前が安定すると回復が早い

目の前

のみ

見えていない部分

現実検討力が獲得できている状況

1)客 観 的 に もの ご とを と らえ る力 が あ る

① できごとを、全体的 にとらえ られ る(時 間や空間的な全体像 をとらえる)

② 過去の記憶や知識 と関連付け られ る

(過去の経験で うまくいった ことを応用できる)

③ 分割 して考え られる(自 分ができるパ,一ツに分けることができる)

④ 優先順位が決 め られ る(や ることを整理 して、見通 しをたてやす くなる)

⑤ 目の前の情報を元に、予測ができる(予 防的な対応ができる)

2)適 切 な行動力 があ る

① 問題解決、対応の方法を学んでいる

② 臨機応変に行動を選べる

③ 行動 しなが ら考え られる(同 時にい くつかのことが処理できる力)

3)応 急処置力がある

① こころが傷 ついた ときに、 自分で応急処置ができる

② 自分で治せ る範囲 と助けを求める必要がある境界がわかっている

以上があ ると(す べて必要なわけではありません)、 コン トロール感 を保てる

ため、心の安定が保 ちやす くな ります。

学校では、授業の教科学習や学級活動

を通 じて

これ らの力はつ けることができます。

家庭 で は 、役割 を与 えた り、P11～12の コ ミュニ ケー シ ョン

方 法 を活用 す る こ とで 育 て る こ とが で きます。
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4.子 どもた ちの健康 なエネル ギー を育てるには?

1)日 常のス トレスマネ ージ メン トカ を育てま しょう

資料 「日常のストレスマネージメント」を参照してください。

① その 日のス トレスは その 日に解消

② 抱 えている感情の量を減 らす力を育てる

③ 気分転換できる活動を行 う

④ マイナスの刺激も抱える力を育てる

2)健 康な部分を育てる活動をしましょう

(身体の健康)

① 規則的な生活や運動で身体の健康を維持する
② 休み時間、放課後にお しゃべして発散できる場所や、思い切 り身体を

動かせる場所をつくって、エネルギーが 外に向か う環境をつくる

(考え方の健康)

① ものごとのとらえ方を多面的にする力を育てる

② ものごと同士の関係性を見つける力を育てる

③ 新 しいものを創 り出す力を育てる

④ 判断力を育てる
これ らが、現実検討力 につ なが ります。

(こ ころの健康)

① 人を信 じる力を育てる

② 自分を信 じる力を育てる

③ さまざまな感情を自然に感 じた り出せ る力を育てる

④ 共感性を育てる(他 者 の よろこびや他 者 の痛 みがわかる心)

☆ そのためには、まず 大人が子どもにとって信頼できる存在になってください。

☆ 大人が子どもを信頼する姿勢をみせてあげましょう。

(社 会 的 な行 動 の健 康)

社会 の一員 として、自分 の力 を積極的に使 うことができる子 どもを育てま しょう。

0

②

リー ダ.__.シップ が とれ る力 を 育 て る

や る仕事 を積極的に見つけて、計画、実行 し、仲間を導 くカ

フ ォ ロ ワー シ ップ が とれ る力 を 育 て る

リーダーを支えると同時に、仲間が走 りす ぎない、こぼれない よ うにす る力

☆ 社会性は、ソーシャルスキル教育を活用 してみて くだ さい。
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自律性のある子 どもを育てるためのコミュニケー ションのコツ

苦 しい状況 を乗 り越 えてゆくためには、子 ども自身が安心できる環境が整 うことと同時

に周囲の大人への信頼を持ち、 さまざまなことを相談 しやすい環境 をつ くる事が大切です。

以下の表の左側は、 日常 大人 がよくやって しま うや り方です。 このや り方をす ると、

こ どもは心 を閉ざ した り、大人に依存的になった りします。 自律性 を高めるためには、右

側の ように 自分 が何 をしたいのか、伝えたいのかを自分で気づ くように導いて くだ さい。

1)命 令

「○ ○ しな さい。」

「△ してはだめ」

命令は反発を呼び

ます

依存性も高めます

2)脅 か し、

「～ しない と、

～ させ ない よ」

「ま じめに勉強 しな

い と、進 学できな く

なるよ」

説教 ・道徳化

説教をして、理解を深

めるのは、説教してい

る本人(大 人〉です

4)忠 告 ・

ア ドバ イ ス

子 どもは答 えをもっ

ています

5)な だ めす か し

根拠のない 「大丈夫」

は不信を買います

状況 を 自分で理解す るた めに、現状 を落 ち着 いて見 させ ます

「今 日は、 ど う過 ごす 予定?」

本 人のや る気 に訴 え、本人がで きる ことを具 体的 に指示 しお

手本 を見せ ます 。 「起 きて、 ごはん食べ よ うか」 「お母 さん、掃

除 した いんだけ ど、大事な もの よけて くれ る とうれ しいな」

限界 ・ルール を設 定 します(こ こまではOK)

「30分 、 ゲー ム していい よ」 「O時 になった ら食 事だか ら、す

ぐや めて降 りて来 てほ しい」

子 どもがや ろ うと してい るこ とを実 際 にや っ た らど うな る

か、 自分 で仮説 を立てて、考 えさせ ま しょう

「学校 に行 きた くない気持 ちはわか った。 じゃ あ、今 日休 んだ ら

そ のいや な気持 ちが どうな るかい っ しょに考 えてみ よ うか」

肯定 的に具体 的な行 動の見通 しをたてます

「一 日休 んだ ら、明 日は行 けそ う?」

「～が終 わった ら、～でき るね」 「何 を手伝 ってほ しい?」

事実 を伝 えます。(例:不 適切 な言葉 、行 動、相手 を傷 つ ける

言動 を した場合 「今 、あなたはこ うい うことばをいいま した よ」)

② 理由をききます。なぜその行為をしたのか自分で問題点を理解

できるよう背景や原因の話を具体的にじっくり聞きます。

「どうしたの?」 「何がつたえたいの?」 「理由を教えてほ しい」

② どうした ら、 自分 の気持 ちが伝 わ るかを考 え させ る
「本 当は ど うしよ うと思 ったの?」 「そ うす るために ど うした ら

いい と思、う?」

① 子どもが何に困っているのかを整理します。

③ 解決の選択肢を与え、自分で選ばせます。選んだ事に対する具

体的な方法を考えさせ、や り方や結果に責任を持たせて、信頼し

ましょう。

① 友 だち との トラブル 、部活 の相談 な ど、子 どもが決 めかねてい

る ときや、いやが っている ときは、なぜ決 め られないのか、い

や なのか、まず気持 ちを受 け止 めて くだ さい。

② 漠然 とした不安 な ら、具体的に解決す る方法 を考 えます。

③ や らな くてはな らない事な ら、「いつで きそ う」か を自分で

決 め させ ます。 そのため に何 をす るかを話 し合 い、待 ちます。
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6)批 判 ・非 難

「なん で 、 で きな い

の?」

「そんなや り方 じゃ、

うま くい くわ け ない

じゃない」

7)察 し

親 が一方的に背景 を

決め付けて しま うと

子どもは話しません

8)哀 れみ ・同情

親 の感情 を押 し付

けると、うざったが

られます

①事実を示して、客観的に何が生じたのか(成 功 ・失敗の経緯)を

理解 させま しょう。 「自分の達成目標のどこまでできたと思う?」

「うま くいかなかった理由は、自分ではどう考える?」 など

② 「やる気」は、できているところを評価されたときに生じます。

個人内の成長を評価 します。

「このPC、 お母 さんわか らないんだけど教えてくれる?』

①同じ出来事や感情 も一人一人意味は違 うことを理解しましょう。

誰かと直面している時は、間に割 り込んで 「こうなんでしょ?」

とい うことは避 けます。

②本人の捕らえ方を聴き、自分で原因 ・経過 ・結果が理解できるよ

うにしてあげてください。

9)同 意

①共感 と同情は違います。

② 「そんな風に感 じたんだね」と子どもの気持ちを感じとってあげ

る(共 感)と 、子どもは本当に安心 して、気持ちや背景を話して

くれます。

表面上は許可 した り、

安易な妥協をすると
一貫 した指導ができ

ません

10)Yes,But

① 子 どもの 目線で なぜ そ うしたい のか、を理解 した後 で、親 と し

ての言 い分 をきちん と伝 えてあげて くだ さい。子 どもは大人 と

して扱 って も らった と感 じます。

② その上 で、自分の家庭で は、ど うす るかを合 意 してみま しょう。

Butを 使 うと、否 定 して しまい ます。

YeS,Then(そ うだね、それでは これ は どう?)に 変 えま し

ょ う

トラブルにな りやすい対応 冷 静 な コ ミュニ ケー シ ョン

相手の言い分を聞かず、

自分の思い込みや感情を

ぶつける

状況の背景を理解 しようとし、

相手の言 い分を聞 く

いっ しょに解決策 を考 える
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災害後の心のケア

～子 どもたちのSOSへ の理解 と対応～

早稲田大学 本田恵子

○知人の子 ども(発 達障害)が 、母 と祖父母を今 回亡 くしま した。1ヶ 月程前に会った時、

いろいろ話 をしま したが、 とても辛 く、対応にもことば1っ1つ 難 しい と感 じました。

今回のお話を聞いて、や は り難 しい と思いま した。情緒、知的(軽 度)障 害の子 どもの

対応の図書をご紹介 くだ さい。

○今 日はあ りが とうございま した。現在中1の アスペルガー の子 どもに、小2～6年 まで

の5年 間、携わってきま した。一進一退 をくり返 しなが ら、彼な りに成長 してきま したが、

卒業 してか らふ り返って考 えてみると、彼 が学校で出 していた行動 は、家庭でのス トレス

だったのでは?と 感 じます。病院にもかか っていて、親は彼の障害を理解 しているよ うに

みえたのですが、彼は親 に受容 されていない ことを感 じていて、学校で発散 していたので

は…… と感 じるよ うにな りま した。治 ることのない障害ですが、家庭の適切 なサポー トが

あれば、 あれ ほ ど苦 しまず にす んだのでは……。親 も苦 しい と思います が、学校は親 をど

のよ うにサポー トすれ ばよか ったのか、病院 とどのよ うに連携すべきだったのか……、卒

業 した今 も、モヤモヤ しています。

○ 自分 に何 が出来るのか と、行動 しては迷い、立ち止ま りの繰 り返 しで したので、 自分 自

身 も救われ る思いで した。来て よかったです。 ありが とうございま した。

○本 日は、貴重なお話 をあ りがとうございま した。

現実検討力 とい うのがまだ育 っていない幼児乏接す る仕事 をしています。先生のお話 を

聞いて、 この力が育つのは小学生ですが、幼児 のこの時期 に私達が育てな くてはな らない

のは生きる力 なのかな と思いま した。違 う年齢の話 を聞くことで今か らその後への育ちに

ついて、考える材料 とな りま した。あ りが とうございま した。

○想 定外の出来事 と言われているけれ ど、今ある知識 ・技術の中で、正 しい と思われる対

応 を しなけれ ばな らない と思い、今回講演を聞かせていただきま した。あ りが とうござい

ま した。

○今 日はあ りがとうございま した。

や っぱ り本 田先生のお話は勉強 にな ります。 そ して、幼児の ことについて もあ りがと う

ございました。行動の1つ1つ の意味を見 られるように していきたい と思います。そ して、

自分 自身 も長期的 に動 けるよ うにセーブす ることもしていきたい と思います。
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○今 日は、あ りが とうございま した。私には高2と 大学1年 の息子がお り、また中学校 の

養護教諭 をしているので、今 日のお話は大変ためにな りま した。

息子たちは、親子の間での何 らかのPTSDを 、大き くなってポロッと出 してきます。

それを何年かたった今 、私に攻 めてきた り感想 を言 ってきた り、批判 してきます。私な り

にそ うなった理 由を言 った り、幸せ になってほしい よ、 とメッセージを言 って、一応落 ち

着いています。

職場 には、不登校が2人 いますが、私が赴任 した春 にはも うどっぷ り不登校1年 が経過

し、かな り根が深 くな り、手に負えない感 じです。少 しずっ前進 していきたいです。

中学校はかな り忙 しくて、子 どもたちの遊ぶ時間 もな くてかな り混乱 してい る子は多い

と思います。今 日のお話をぜひ、他職 員にも伝えます。

○今 日は大変あ りが とうございました。震災か ら3ケ 月を経 ようとす るこのごろになって

保健室で生徒たちはポツ リポツ リと話 し始めています。

今 日伺った内容か ら、それ らの生徒への対応 の仕方 にまちがいはなかった と少 しほっ と

しています。

たぶん これか らもい ろい ろなケースの生徒が出て くる と思われます。今 日の現実検討力

を育てることに も重 きをお きなが ら対応 していきたい と思います。 あ りが とうございま し

た。

○今 日は、大変勉強 にな りま した。講演のご案 内あ りが とうございま した。本 田先生のお

話 を聞くことができて、良かったと思いま した。

○とても勉強にな りま した。本 当にあ りが とうございま した。

現在、高校で教員 を していますが、災害後、生徒 とどの ように接 していけば よいか、悩

んでいま した。本 日の本 田先生のお話 を参考 にさせていただきます。あ りが と うございま

した。

○子 どもにどんな力 を育てていけばよいのか、具体的な対応や、関わ り方な どをきくこと

がで きて、とても参考にな りま した。今後 の子 どもの対応 に役立てていきたい と思います。

せ っかくの ご講演 は、人数に合 う広 さの会場で、講師の先生の思いが伝わ るよ うな場の

設定であるとなお良かった と思いました。

○私は幼稚園(年 少)の 担任を しています。今回のお話 を聞き、子 ども達 とどの ように関

わっていこ うか、 これ までよ りも更にイメー ジが出来てきま した。 また、 自分 自身 と重ね

て考 えさせ られ る所 もあ り、安定 して毎 日を過 ごせ るよ うにな りたい と思います。
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○本 日は本 田先生のお話 を聞 くことができ、本当に良かったです。

幼児教育に携わっているのですが、子 ども達の地震 ごっこを どのよ うに とらえた ら良い

のだろ うか と戸惑 うこ とがあ りま したが、今 日お話をききなが ら、子 ども達の行動か ら見

える内面の動きを知 ることができたよ うな気が します。

また、地震後の 自分 自身の気持ちを時期 を追って振 り返った りすることもできま した。

あ りが とうございま した。

○今 日はとて も面 白いお話あ りが とうございま した。

幼稚園教諭 です。"災 害後の心のケア"と い うことで したが、普段の子 どもたち と関わ

る中で見落 としていた ことや見直 さなければな らないことも分か り、とても有意義 でした。

現実検討カ……、今、 目の前にいる子 どもたちに何 か してあげられ ることはないかな～

と考えさせ られ ま した。時期 としては早いで しょうかね??

○ あ りが とうございま した。勉強になるお話、参考にな りま した。 が、淡々 と した しゃべ

り方で、少 々眠 くな り……。頭 を切 りかえて聴きだ したら集中 して、聞けてい った。

小学校 の ときに、"嫌"の こだわ りが強 く、いろいろあったので、思い切って、 中学校

か ら再出発 と思ってや っている……。今の ところ、学校生活を とって も楽 しんでいるので、

ホ ッとしている。今 日の話は参考にな りま した。

参加人数のわ りには、会場が広す ぎたので、かえって一杯 ぐらいの広 さに した ら、良か

った と思 う。

○現在、子 どもに見 られ る種々の反応 は、心の回復過程 にみ られ る正常な反応だ とい うこ

とがわか り安心 しま した。

親 自身のケア も大切 なんですね。頑張 り続 けてきた 自分 に気づ き、 自然 と涙が流れて し

まいま した。心に響 く講話で した。あ りが とうございま した。

○今、小学2年 生なのです が、これか ら心の発達する時期 なので、 とて も参考 にな りまし

た。注意深 く行動を観察 しなけれ ばいけないと思いま した。 あ りが とうございま した。

○大丈夫?と 声 を掛 けるよ り、具体的に 「どうした?」 「どこが痛いの?」 と尋ねることな

ど、子 どもに対 しての声掛 けの仕方 に気 をつけなければいけない と反省、気づかされ ま し

た。

貴重なお話を伺 うことが出来、あ りが とうございま した。
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OPTSDの 事 を初めて知 り、 とても参考にな りま した。

いつも子 どもは私 が何かを している時に話 を始め、 よく聞いていない とす ぐ怒 ります。

これか らはきちん と聞いて、今 よ りも会話 を増やそ うと思います。

ホームページ拝見 します。

○この人数 で聞 くのはもったいないほど勉強になる内容で した。 あ りが とうございま した。

○具体的な例 を出 しながらの話でわか りやす く参考になった。

もっと多 くの人に聞いても らえるとよかった と思 う。

○具体的な対応 方法 を教 えていただ くことができ、 とても参考 にな りま した。 あ りが とう

ございま した。

○学校では中高生 と生活 して、家では震災で体調 を崩 した祖母 を看 て、今の 自分が何 をす

べ きなのかを見失っていま した。講演 会では、子 どもたちの関わ りと同時に、 自分が どう

すべきなのかが見 えて きま した。

本当にあ りが とうございま した。

○今 日か らますます子 どもの心 ・体の健康に気 をつ けていきたい と思い ます。

災害で家や生活 リズムが変わってい るので、 これか らのいろいろな行動 に注意 したいで

す。

○震災後、学校で生徒 にどんな対応 を した ら良いのかず っ と考 えていま した。

どんな症状や行動 にも、必ず意味があるとい うお話 を聞いて、なぜそのよ うな症状 が出

ているのか、子 どもたちと一緒に考えてい きたい と思いま した。

ぜひ、違 うテーマのお話をお聞きしたい と思いま した。

04月 か ら養護教諭 として高校 に勤務 しています。新任なので、何 も分か らない とい うと

ころか らスター トしま した。私の学校 は震 災の被害 も少な く、今の ところ生徒たちも落ち

着いているよ うに思います。

今 日の講演は、災害時だけでな く、 日常の保健室での対応 において とても勉強にな りま

した。子 どもたちに とって保健室が心を落ち着 かせ る場、安心できる場になれた らと思い

ます。 あ りがとうございました。

○有意義な講演ではあったが、内容が多 く、十分な理解 を得 るには至 らなかった。

HPも 含 め、後 ほど、再度見せていただき、今後の役立てたい と思います。
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○皆、それぞれの3.11の 物語を持っています。

千年に一度の出来事に 自分がなぜ?と ずっ と、その体験 を意味づ けしよ うと思 ってます。

なかなか消化できないけ ど、もしか した ら一生かかるかもしれないけれ ど、考 え続 けます。

震災後、少 し体調 を崩 しま したが、皆 もそ うなんだ とわか り、安心 しました。

我が家は高1の 息子 も私 もお しゃべ りで、お互い言いたい事を話すばっか りですが、最

後 まで息子の話を聞こ うと思います。

○ とても参考 にな りました。

聴 く方たちが少ないのが、残念で した。

ステージのスライ ドが見 にくいので、前方 ステージだけで も電気 を消 していただければ、

と思いま した。

「自律性 のある子 どもを育てるための コミュニケーシ ョンのコツ」が とて も参考にな り

ま した。

○全体的に大変ためにな りま した。

○参考 にな りま した。

○中学生や、高校生だけでな く、小学生な どの話 も聞けて、とてもためにな りま した。

まだまだ知 らずにいたこ と、 もっ とお話 をききた くな りま した。 あ りが とうございま し

た。

○災害後の心のケアの話だ けでな く、いろいろな話を聞 くことができて、良かったです。

特 に、親 と子 の 「追いかけっこ?」 のよ うな話は、今の うちの状況 にぴった り当てはま

ったので、勉強にな りま した。

上手 くいか ないかもしれ ませんが、 「安定 した対応」ができるようにがんばってみます。

○今後の子育ての勉強にな りました。

自律性のある子 どもを育て るためのコ ミュニケー ションの コツの所で、反省 した点が多

数 あ りま した。今後 に生か したい と思います。

○中学生男子 とい うこともあって、あま り、家で しゃべって くれな くなってきたけ ど、こ

ちらがいつでも話 を聞いてあげよ うとい うOpenな 雰囲気 を出 していこ うと思いま した。

して欲 しいこと、そ して しないで欲 しい ことを聞いて、でき うる限 りの範 囲で、対応 し

ていきたいです。 しないで欲 しい ことを しちゃいがちなので。(ウ ザイ とか言われ ちゃって

ます。)今 日は講演に出席 して良かったです。
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